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 第３回久喜市医療体制等推進協議会での各委員からのご意見（要約） 

 

子どもの受診 

・こどもが熱を出したら翌朝まで受診をしなくてもいいのかどうか母親になる前に学ぶ機会がない。 

・急病の場合どのように対応すべきか、妊娠の時から意識づけをどのようにしていくのかが課題。 

 

食物アレルギーの問題 

・各学校あるいは就学前に考えていかなければならない。 

 

かかりつけ医 

・行政が積極的にリーフレットを作成したり、広報や啓発活動をしているにも関わらず、まだまだ

かかりつけ医と救急病院との役割が市民レベルではわかっていない。 

・かかりつけ医を持ち地域で医療が完結できることがどれだけ大切か、多くの人に伝わる医療体制

になって欲しい。 

・言葉はわかるが内容は一般の市民には理解できない 

・丁寧に説明する機会を設けていく必要がある 

・中核病院にかかる時にただ上から「紹介状が必要です」というのではなく、なぜ必要なのか、実

際に行われている地域の医療機関との連携を説明すべき（照会・逆紹介） 

 

 地域医療ネットワークシステム「とねっと」  

・現状では多くの課題がある。 

・医療機関が有効的に活用できるような予算措置をお願いしたい。 

・県の地域医療再生計画において、約 6億 4千万円でシステムが開発され、100医療機関を目標と

している。現在、既に 105施設が加入している。    

・それぞれの分野に特化した医療機関を使い分けていくためにも「とねっと」の医療連携がもっと

うまく進み連携していただける仕組みになっていただきたい。 

・今後、「とねっと」をどのように魅力あるものにしていくのかが、大きな課題。協議会において

検討を行っている。 

 

啓発、啓蒙 

・自分自身の健康は自分で考えることが一番重要 

・啓発、啓蒙は長く根気よくいろいろな機会を捉えて行なっていただきたい 

・市民の方への啓蒙の場については、医師会が市民講座をどのように作っていくべきか、又は市民

の方に場を作っていただき、そこでお話をすることで、現在の医療制度や医療状況を理解していた

だくことにつながると思われる。 

・定期的に（3 回～4 回）開催していただき、ディスカッションを通して問題点を抽出していただ

くことが大変大切である。 
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